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 ９月から１１月にかけて、「ようこそ先輩ミニ講演会」や「平和の担い手養成講座」、「小中合同文

化祭」が行われました。「学びの秋」「文化の秋」にふさわしい教育活動となりました。 

 

【第 13 回ようこそ先輩ミニ講演会】 

9 月 19 日（火）の３時間目に「ようこそ先輩ミニ講演会」を行いまし 

た。第１３回目となるミニ講演会は、上越市牧区の牧保育園にお勤めのN 

・S 様からお話をいただきました。N様は牧中学校の卒業生です。中学生 

時代は、吹奏楽部に所属し、各種コンクールに向けて練習に励んでおられ 

たとのことです。また、中学校時代の印象に残る思い出は、修学旅行や体 

育祭などの学校行事とのことでした。特に３年生の時の体育祭は燃えに燃 

えたそうです。 

演題『牧で働きながら感じること』 

N 様からは約３０分間のお話をしていただきました。高校時代は、生徒 

会に所属し、生徒会活動を盛り上げようと日々頑張っていたとのお話があ 

りました。しかし、高校卒業後の進路については、具体的に考えておらず、 

進路がなかなか決まらなかったのですが、ある時、学級担任から保育士に 

ついて話があり、その後保育士への道を目指したそうです。好きな言 

葉は「今を全力では楽しむ」で、「今しかできないことがたくさんあるの 

で、いろいろなことに取り組んでほしい。やりたいことを実際に言葉（文 

字）で書き出すと、それが目標になるので、ぜひやってみてください。」と 

述べられました。最後に牧のよさを例に挙げられ「今牧にある当たり前は 

当たり前じゃない。」と話をまとめられました。短い時間ではありましたが、 

とても聞き取りやすく分かりやすい内容でした。ありがとうございました。 

（生徒の感想） 

 

 

 

 

 

柏葉 

〇今回のようこそ先輩ミニ講演会で、Ｎさんのお話を聞いて、自分の人生のヒントになることがた

くさんありました。例えば、習い事を継続することなど、後々必ず役に立つと教えてもらえたの

で、よかったです。（１年生） 

〇一度失敗しても諦めずに挑戦することが大切だと思いました。その失敗を次に活かせるように努

力して、何度でも頑張ろうと思いました。今ある時間を楽しむことも忘れずに生きていこうと思ま

した。これからも楽しい思い出をたくさんつくりたいです。（２年生） 



 

 

 

 

 

 

 

 

【第 14 回ようこそ先輩ミニ講演会】 

１０月１７日（火）の３時間目に「ようこそ先輩ミニ講演会」を行いま 

した。一昨年度から数えて１４回目となるミニ講演会は、社会福祉士とし 

てお勤めの N・T 様からお話をいただきました。N 様は牧中学校の卒業生 

です。中学生時代は、野球部に所属し、部活動中心の中学校生活を送られ 

ていたとのことです。主なポジションはファーストでしたが、時々外野手 

を任されることもあったそうです。西山様が中学校に在籍していた頃に 

「よさこい」が始まったとのことでした。当時は、体育祭や秋まつり等で、 

地域の方々に「よさこい」を披露し大変喜ばれたとのことです。 

演題『人として』 

N 様からは約３０分間のお話をしていただきました。中学生の頃、職場 

体験で牧区にあるデイサービスで 1週間の体験を行ったことをきっかけに、 

福祉に携わる仕事に就きたいと強く思うようになったそうです。高校卒業 

後は、福祉の専門学校に進学し、社会福祉士の資格を取得して現在に至っ 

ているとのことです。好きな言葉は「相手の立場になって考える」で、 

「相手の痛みが分かる大人になってほしい」と生徒に述べておられました。 

最後に「夢はどのように考えていますか。必ずしも夢を仕事にあてはめな 

くてもよいと思います。夢を仕事にしたいのか？夢を実現するために仕事 

をするのか？じっくり考えてみてもよいと思います」と述べられました。 

短い時間ではありましたが、生徒にとってとても印相深い内容だと思いました。ありがとうござい

ました。 

（生徒の感想） 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ようこそミニ講演会でＮさんのお話を聞いて、人がどう思っているかを考えると（人の立場にな

って考える）人の痛みが分かるということを聞いて、確かにそうだと思いました。そうすれば人が

嫌がることをしなくなると考えました。（１年生） 

〇私はイラスト関係の職業に就くことが夢なのですが、地元に貢献するという意味で牧の風景画を

描いてみるのもいいかなと思いました。将来私は、相手の痛みが分かる大人になりたいと思いまし

た。相手のことを考えられる大人になりたいと心から思いました。（２年生） 

〇私は今まで、そしてこれからお世話になる人たちのためにできることは何かを考えて行動しよう

と思いました。そして、相手への思いやりは大切なことだと気付きました。お世話になっている方

には「ありがとう」という気持ちを大事にしようと思いました。（２年生） 

〇私は、Ｎさんのお話を聞いて、牧のあたたかみを改めて再確認できたと思います。いつでも、帰

る場所があること、空気・水・お米のおいしさ、人々の優しさなどがあることは、私にとってだけ

ではなく、みんな必要なことだと感じます。それがある牧はすばらしいと思いました。（３年生） 

〇Ｎさんのお話を聞いて、今できている当たり前は当たり前じゃないとおっしゃっていたことがと

ても印象的でした。そして「牧の人は、あたたかい」と他地域の人たちに言われたとのお話を聞い

て、牧はよいところなんだと再確認できました。（３年生） 



 

 

 

 

 

 

 

 

【平和の担い手養成講座】 

10 月 5 日（木）の４時間目に全校生徒を対象として「平和の担い手育 

成講座」が開催されました。講師の方は、上越市内にお住いの K・Ｉ様で 

す。Ｋ様は、６歳の頃父親の仕事の関係で長岡市に転居され、中学校に進 

学した昭和２０年（１９４５年）８月１日に長岡空襲に遭遇されました。 

Ｋ様は、用意された資料を提示されながら、当時の状況やＫ様自身の行動、 

被災後の暮らしについて、具体的に分かりやすくお話されていました。お 

話の結びでは、「戦争の愚かさを感じ取ってほしい」「愚かな行為を絶対に 

繰り返してはいけない」「将来の平和の担い手として、今何をすべきか考 

えて生活を送ってほしい」と、ご自身の思いを生徒に伝えておられました。 

 

【小中合同文化祭】 

＜全校合唱＞ 

全校合唱は「ひまわりの約束」と「Ｓoranji」を歌いました。生徒は 

リラックスした表情で舞台に立ち、今まで練習してきた成果を会場一杯 

に響かせてくれました。２曲目の「Ｓoranji」は、牧中学校の教職員も 

加わり、生徒と共に心のハーモニーを奏でました。練習では、なかなか 

歌声が出ていなかったのですが、当日の本番ではしっかり声が出ていた 

のでとてもよかったと思います。本番に強い牧中生ですが、歌っている 

時に正面に見えた横断幕「相互扶助 我らは尊い」の効果もあったのか 

もしれません。 

＜ダンス＞ 

合唱発表が終了すると、生徒は制服からダンス用の衣装に着替えて、 

ダンスの発表となりました。軽快な曲が流れると、はじめに１・２年生 

のダンスでした。前半は２年生が前列で踊り、後半は 1 年生が前列の２ 

年生と入れ替わってダンスを披露しました。一人一人真剣な表情で踊っ 

ている様子が見られました。途中から３年生が加わり、全校生徒による 

ダンスが披露されました。人数が多いと圧巻です。その後１年生が抜け 

て、２・３年生のダンスとなりました。そして最後は３年生のみのダン 

 

〇Ｎさんの「他人の痛みを理解する」というお話を聞いて、とても印象に残りました。でも、相手

のことを考えるあまり、自分の個性を消さないようにしたいと思いました。お互いの個性を尊重し

て、自分の夢を目指していけたらと思います。（３年生） 

〇人の痛みを知ることは、とても大切なことだと思いました。相手が嫌な思いをしていても相手の

痛みが理解できなかったら、さらに傷つけてしまうかもしれません。どの年代でも相手を思いやる

気持ちをもって、これからも接していきたいと思います。（３年生） 



スが披露され、「牧中ダンス」の大トリを務めました。以前よりもレベル 

アップしており、正に少数精鋭でした。一人一人の動きが大きく見応え 

のあるダンスでした。「牧中が熱くなった！」 

＜牧中よさこい＞ 

牧中ダンスの最後の発表は、「牧中よさこい」でした。金文字の「牧中 

魂」がバックプリントされた藤色の法被を着用し、手には紅赤色の扇子を 

持ち、今年度も「牧中よさこい」が威勢よく披露されました。会場におら 

れた地域の方々も手拍子を打ちながら温かい眼差しで見守っておられまし 

た。踊りが終わると会場から大きな拍手が贈られ、牧中生も踊り切った表 

情で笑みを浮かべていました。「牧を熱くしよう！」 

＜牧中オンステージ＞ 

午後から牧中生によるステージ発表がありました。１年生は「オタ芸」、 

２年生は「クイズ」を行いました。１年生の「オタ芸」とは、ライブなど 

でファンが繰り広げる独特な踊りのことで、サイリウム（発光棒）を振り 

ながら地域のみなさんに踊りを披露していました。２年生の「クイズ」で 

は、職場体験に関連する三択問題を会場のみなさんに出題していました。 

最後に職場体験でお世話になったことや様々な体験から多くのことを学ば 

せていただいたことなど、感謝の気持ちを地域の方々に伝えていました。 

３年生の「出店」で販売された「牧っぷす」は大盛況で完売しました。 

 

 

 

【お知らせ】学校無人化 → 12 月 29 日（金）～1月 3 日（水） 

  緊急時は上越市教育委員会の携帯に連絡をお願いします。０８０－２３７１－０７８１ 

日 曜 行事等 

４ 月 学級活動優先日 

５ 火 立会演説会（6 限） 

学習情報指導員来校日 

スクールカウンセラー勤務日 

６ 水 生徒会役員選挙 

全校集会 

７ 木 1・2 年生 個別面談 

3 年生 三者面談 

８ 金 1・2 年生 個別面談 

3 年生 三者面談 

１１ 月 生徒会活動優先日 

１２ 火 後期学校評価アンケート（1 限） 

いじめ見逃しゼロスクール集会 

（５・６限） 

日 曜 行事等 

１４ 木 学校司書勤務日 

学習情報指導員来校日 

１５ 金 学校保健委員会（6 限） 

SKT なし 

２０ 水 全校集会 

学習情報指導員来校日 

２１ 木 3 年生 定期テスト計画・テスト範

囲表配付 

２２ 金 授業（１～3 限） 

2 学期終業式（4限） 

学活（5 限）、部活動なし 

２５ 月 冬季休業 ～1月 8 日（月） 

3 年生 実力テスト 


